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1 ．はじめに
筆者は，�2年目研修において，キャリアアップフィールド「特別支援教育」の「発達障害児

の気になる・困った行動の理解と指導」を担当している。前報（平澤 , 2008）で紹介したように，
本コースでは，発達障害児の「気になる・困った行動」を取り上げて，研修教員がもつ指導上の
課題に対して，大学教員が探求の方法（指導の計画，実施，評価）を提供するタイプの研修を行っ
ている。ここ数年の取り組みから，共通の枠組みを用いた担当事例の分析を基に，協議を通じて
成果と課題を明確化することが，自己の課題探求において重要な要素になると考えている（平澤 , 
2008）。しかしながら，こうした研修が教育実践の向上につながるかどうかは不明である。そこで，
本報では，研修教員が研修を通じて作成した「気になる・困った行動」の指導計画について，研
修後の評価結果を基に，よりよい研修の提供方法について検討する。

2 ．分析資料
（1）気になる・困った行動の指導計画
第 � 日目（ 7 月29日）の大学における研修では，大学教員が発達障害児の気になる・困った

行動の捉え方や指導計画の作成方法について，ワークシートを用いて解説した。第 2 ～ 4 日目
の勤務校における研修では，� 学期の指導をワークシートにより分析してもらった。第 5 日目（ 8
月25日）の大学における研修では，分析した指導計画を発表し，協議を踏まえて， � 学期の指
導の成果と課題を明確化し， 2 学期の指導計画を作成してもらった。
（2）分析資料
平成20年度の講座には， 6 名の研修教員（特別支援学校 4 名，小学校 � 名，中学校 � 名）が

参加した。そのうち， 2 学期の評価結果が提出された特別支援学校の研修教員Ｈと小学校の研修
教員Ｋの指導計画を分析資料とした。
（3）分析方法
研修を通じて作成した2学期の指導計画が実施され，効果を得ることが，教育実践の見通しに

つながると考えられる。そこで， 2 名の指導計画について，指導手続きの実施と効果に関する
評価結果とともに，対象児童への指導に関する感想を検討した。これらの結果について，指導
計画が実施され，効果を得るための条件である，①行動が生じる理由の理解，②その理由に基
づいた指導計画の作成，③教育実践を行う場や人に即した具体化（Albin, Lucyshyn, Horner, & 
Falnnery, �996；平澤・藤原・山本・佐囲東・織田，2003）という観点から，研修の提供方法に
おける課題を考察した。
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3 ．分析結果
（1）研修教員Ｈの支援計画
研修教員Ｈ（特別支援学校）は，特別支援学校小学部 4 年の知的障害と脳性麻痺のある女子へ

の指導計画を実施し，評価した。対象児童の気になる・困った行動は，「ロッカーやオルガンな
どの高い所に登る」であった。歩行の不安定さをもつ対象児童にとっては，怪我にもつながりか
ねないために， � 学期には試行錯誤で対応してきたという。

当初，研修教員Ｈは， � 学期の指導手続きが有効であるという認識はなく， 2 学期の見通し
ももてない状況であった。担当事例の分析結果を発表してもらうと， � 学期の指導手続きは，①
行動が生じる理由は考えられているものの，②その理由と指導計画との対応にあいまいな点が
あった。そこで，②を課題解決の指針として， � 学期の指導手続きを再構成してもらい，それを
踏まえて 2 学期の指導計画を作成してもらった（表 � ）。

表 1 　研修教員Ｈの指導計画

4 　気になる・困った行動が生じる理由

①担任や副担任が他の児童とかかわっていてすることがない状況の中で，唸りながら高いところに上る
行動が生じやすい。

②その行動を起こすと，担任や副担任とのかかわり（独占）が得られる。

5 　気になる・困った行動が生じる理由に基づく指導

場面（休み時間）
指導手続き　　上段： � 学期
　　　　　　　中段： 2 学期
　　　　　　　下段： 3 学期

実行 効果

Ａ その行動を回避するために，その
行動を引き起こす働きかけや状況
を取り除く

・かかわれるときには教師が一緒に遊ぶ。 △ △

・かかわれるときには教師が一緒に遊ぶ。 ○ ○

・かかわれるときにはどちらかの教師が一緒に遊ぶ。

望ましい行動を引き出すために，
働きかけを工夫し，参加できる状
況をつくる

・教師がかかわれない時には「おりおりカード（好きな遊
び）」を用意する。

○ ○

・教師がかかわれない時間帯に，友達との遊びタイムをつ
くり，毎日その時間帯には友達と一緒に遊ぶという見通
しをもつことができるようにする。

○ △

・教師がかかわれない時間帯に，友達との遊びタイムをつ
くる。気持ちが向かないときには，「かっちんベルト」
を用意する。

Ｂ　行動 Ｃ　結果
　望ましい行動
・一人で遊ぶ
・友だちと遊ぶ

・楽しい

Ａ　先行条件
・教師が他の児童とかか

わっている
・することがない

　気になる・困った行動
・高いところに上る

・教師とのかかわり

代替コミュニケーション行動
・遊んでほしい時に「かあ

ちゃん」と声をかける
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Ａ 注目，援助，要求のコミュニケー
ション行動を引き出すために，働
きかけを工夫し状況をつくる

・サインを見逃さないように遠くから見守る。 ○ △

・サインを見逃さないように遠くから見守る。 ○ ○

・サインに気付いたら，すぐに要求に応える。

Ｂ できること好きなことを基に望ま
しい行動を促す

・一人で「おりおりカード」で遊ぶように促し，「おりお
りカードを渡す。

・友達と一緒にバスケット遊びをするように手をつないで
誘う。

○

○

○

○

・自分から「おりおりカード」を置いてある場所に向かう
ように促す。

・友達がバスケット遊びを始めたら，自分からその友達に
近寄り，一緒に遊べるようにする。

○

○

○

△

・教師の手を引いて「かっちんベルト」が置いてある場所
に向かい，その場所を見上げて教師の手を挙げることで
それを取るように要求する。

・友達がバスケット遊びを始めたら，教師と一緒にその友
達に近寄り，一緒に遊べるようにする。

できる手段を基に，注目，逃避，
要求のコミュニケーション行動を
教える

・教師の近くに来たら遊ぶ。
・教師の手を引いたら遊ぶ。
・教師に「かあちゃん」の呼びかけがあったら遊ぶ。

○
○
○

○
○
○

・教師に「かあちゃん」の呼びかけがあったら，友達も誘っ
て一緒に遊ぶ。

・他の教師にも「かあちゃん」と呼びかけられるように促
す。

・バスケット遊びをする友達に近寄ったら，「いれてね。」
と教師が代弁し，友達と一緒に遊べるようにする。

○

○

○

△

○

○

・教師に「かあちゃん」の呼びかけがあったら，友達も誘っ
て一緒に遊ぶ。

・他の友達にも自分の表出言語で呼びかけられるように促
す。

・バスケット遊びをする友達に近寄ったら，教師が一緒に
輪に入り，本児にボールを回すことで友達と一緒に遊べ
るようにする。

Ｃ 望ましい行動を強めるために，そ
の行動をした時には認める，誉め
る，結果が見えるようにする

・集中して一人遊びをしているときは見守る。
・友達との遊びに参加しようとした時には，教師が一緒に

遊び，名前を呼びながらボールを対象児に回す。

○
○

○
○

・友達とのバスケット遊びに参加しようとした時には，教
師が一緒に遊び，名前を呼びながらボールを対象児に回
す。

・自分からバスケット遊びをする友達に近寄り，遊びの輪
に入った時には，「じょうず」と褒める。

○

○

○

△

・休み時間に「かっちんベルト」が欲しいという要求が出
た時には，素早くにそれに対応し，「かっちんベルト」
を手渡す。

・自分からバスケット遊びをする友達に近寄り，遊びの輪
に入った時には，「じょうず」と褒める。

気になる・困った行動の代わりの
行動を強めるために，その行動を
した時には，機能に応じた対応を
とる

・手を引いた時，「かあちゃん」と近づいてきた時はすぐ
に遊ぶ。 ○ ○

・手を引いた時，「かあちゃん」と近づいてきた時で，遊
べるときにはすぐに遊ぶ。遊べないときには，他の教師
と遊ぶように促す。

○ ○

・手を引いた時，「かあちゃん」と近づいてきた時で，遊
べるときにはすぐに遊ぶ。遊べないときには，友達と遊
ぶように促す。
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Ｃ 気になる・困った行動を弱めるた
めに，その行動をした時にはかか
わらない

・高い所に上りかけた時には，「だめ」の言葉をかけ，足
を下ろすのを見届けてからかかわりを無くす。

○ △

・高い所に上りかけた時には，「だめ」の言葉をかけ，足
を下ろすのを見届けてからかかわりを無くす。

○ ○

・高い所に上りかけた時には，あえて本児を見ない姿勢を
示し，足を下ろす様子が視界に入る位置で見届ける。

� 学期の評価 気になる・困った行動　　　　： 減少 ―変化なしー悪化
望ましい行動　　　　　　　　： 促進 ―変化なしー悪化
代りのコミュニケーション行動： 促進 ―変化なしー悪化

2 学期の評価 気になる・困った行動　　　　： 減少 ―変化なしー悪化
望ましい行動　　　　　　　　： 促進 ―変化なしー悪化
代りのコミュニケーション行動： 促進 ―変化なしー悪化

2 学期の評価結果をみると，計画した指導手続きは実施され，効果もほぼ得られている。研修
教員 H は，� 学期の指導の意味が分かり，2 学期には自信をもって実施することができたという。
また，その評価を踏まえて， 3 学期の指導計画を作成し，指導を実施しているという。

この結果から，研修教員Ｈは，対象児童に対する指導の見通しを得ているといえる。研修の提
供方法からみると，これまでの指導を分析・評価する機会を提供し，それがなぜうまくいくのか，
あるいはいかないのかを①行動が生じる理由と②それに基づく指導計画という観点から，明確化
することが重要であったと考えられる。一方，指導手続きの実施にかかわる③教育実践を行う場
や人に即した具体化について，研修時にそれほど検討していなかった。それにもかかわらず，対
象児童の実態に応じたステップが設定され，それも学級の状況を踏まえて実施できる指導手続き
が計画されたことは，研修教員 H の力である。もし，筆者がこうした指導の成果を研修時にフィー
ドバックしていれば，研修教員 H は自己の成果を認識したより見通しのある教育実践ができた
ものと考えられる。
（2）研修教員 K の支援計画
研修教員 K（小学校の特別支援学級）は，特別支援学級 3 年の男子と通常学級 5 年の広汎性

発達障害のある男子への 2 つの指導計画を実施し，評価した。 3 年男子の事例を取り上げると，
対象児童の気になる・困った行動は，学校生活全般において生じる「チャイムがなっても席につ
くことができない（チャイム席が守れない）」であった。

当初，研修教員Ｋは，どう対応すればよいかわからないと述べていた。担当事例の分析結果を
発表してもらうと， � 学期の指導手続きは，当該の行動が起きたときに，どう止めさせるかが中
心であり，①行動が生じる理由はあいまいであった。そこで，①行動が生じる理由と②それに基
づいた指導計画を課題解決の指針として，当該の行動が起きる状況と起きない状況の分析の仕方
を助言した。また，指導手続きについても，行動が生じる理由に基づいて，事後的なものだけで
なく，前もってできる指導手続きや，当該の行動を起こさなくても済むように，望ましい行動や
コミュニケーションを促す指導手続きがあることを助言した。こうした研修を通じて，研修教員
K は， � 学期の指導手続きを再構成し，それを踏まえて 2 学期の指導計画を作成した（表 2 ）。
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4 　気になる・困った行動が生じる理由

①自分が好きなことに夢中になっている状況で，チャイム席を守れないことが生じやすい。
②その行動を起こすと，自分の思い通りになることが得られる。
　　　　　　　　　　　　（自分のやりたくないことを避けられる。）

5 　気になる・困った行動が生じる理由に基づく指導 

場面（学校生活全般において） 指導手続き　　上段： � 学期
　　　　　　　下段： 2 学期 実行 効果

Ａ その行動を回避するために，その
行動を引き起こす働きかけや状況
を取り除く

・好きなことをやめさせる。 × ×

・次の活動を楽しいものにし，より興味関心を持たせる。 ○ ○

望ましい行動を引き出すために，
働きかけを工夫し，参加できる状
況をつくる

・粘土の片づけ方や，学習の準備の仕方を教える。 ○ ○

・さらに，レベルアップした学習の準備の仕方を教える。 ○ △

注目，援助，要求のコミュニケー
ション行動を引き出すために，働
きかけを工夫し状況をつくる

・チャイムが鳴る前に声をかける。 ○ ○

・朝，一日の見通しをもたせ，絶対守るチャイムを一つ，
自分で決める。

△ △

Ｂ できること好きなことを基に望ま
しい行動を促す

・自分で，粘土遊びなどをやめる時間を決めさせる。 ○ ○

・休み時間の活動に入る前（前の授業が終わった段階）に，
時計を見て，何時まで遊ぶか，自分で決めさせる。

○ △

できる手段を基に，注目，逃避，
要求のコミュニケーション行動を
教える

・一緒に休み時間を過ごし，次の授業の準備も一緒にする。 △ ○

・一緒に休み時間を過ごし，次の授業の準備も一緒にする。
・休み時間の過ごし方を工夫する。

△
△

○
○

Ｃ 望ましい行動を強めるために，そ
の行動をした時には認める，誉め
る，結果が見えるようにする

・チャイム席が進んで守れた時は，たからものシールゲット。 ○ △

・チャイム席が進んで守れた時は，たからものシールゲット。
・次の授業の中で楽しい活動ができる。

○
△

△
○

気になる・困った行動の代わりの
行動を強めるために，その行動を
した時には，機能に応じた対応を
とる

・時刻を知らせる。 ○ ×

・時計を見るようにやさしく促す。
○ △

気になる・困った行動を弱めるた
めに，その行動をした時にはかか
わらない

・目で合図する。 ○ ○

・目で合図する。
・チャイムのなる � 分前だということを知らせる。

○
○

○
○

� 学期の評価 気になる・困った行動　　　　　：減少− 変化なし −悪化　
望ましい行動　　　　　　　　　：促進− 変化なし −悪化
代わりのコミュニケーション行動：促進− 変化なし −悪化

2 学期の評価 気になる・困った行動　　　　　：減少− 変化なし −悪化　
望ましい行動　　　　　　　　　：促進− 変化なし −悪化
代わりのコミュニケーション行動：促進− 変化なし −悪化

Ｂ　行動 Ｃ　結果
　望ましい行動
・切り替えて，次の活動に

うつる。

・みんなと一緒にできてよ
かった。

・次の活動も楽しい。
Ａ　先行条件

・自分の好きなこと，やり
たいことに夢中でやめら
れない。

　気になる・困った行動
・チャイム席が守れない。

・楽しい。
・やりたくないことをやら

なくてすむ。

代替コミュニケーション行動
・自分で時間を決めて切り

替えをする。
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2 学期の評価結果をみると， � 学期には実施できなかった，気になる・困った行動を回避す
る指導手続きは見直され， 2 学期には実施され，効果が得られている。他の指導手続きについて
も実施されている。しかしながら，「朝，一日の見通しをもたせ，絶対守るチャイムを一つ，自
分で決める」，「一緒に休み時間を過ごし，次の授業の準備も一緒にする」など，いくつか実施が
安定しない指導手続きがみられた。また，全体評価では，望ましい行動の促進は認められたが，
気になる・困った行動には変化がなかった。そして，研修教員 K からは，対象児童の体調に左
右され，指導がうまくいったとは考えられないとの感想をいただいた。

この結果から，研修教員 K は，対象児童に対する指導の見通しが十分に得られなかったもの
といえる。実施されなかった指導手続きをみると，①行動が生じる理由において，チャイム席が
守れない行動に代わるコミュニケーションの設定に課題がある。また，③教育実践を行う場や人
に即した具体化についても，対象児童が取り組みやすく，研修教員が実際に実施できる手続きな
のかを検討していなかった。したがって，研修時にこうした点を明確にしていれば，研修教員は，
より効果を得やすく，実施されやすい指導手続きを特定することができ，それによって教育実践
の見通しが得られたものと考えられる。

4 ．おわりに
本報では，自己の課題を探求するための研修を大学教員がどのように提供すればよいかについ

て，研修後の教育実践の評価を基に検討した。自己の課題探求につながる研修として，①研修教
員の指導の成果と課題を明らかにすること，②それに基づいて，個々の研修教員が見通しをもっ
て，2学期の教育実践を行えるように，協議の視点を提供し，必要な助言を行うことが重要であ
ると考えられる（平澤，2008）。そのためには，前報で検討したように，共通の枠組みを用いて
担当事例を分析し，それを協議することが効を奏すると考えられる。しかしながら， 2 学期の評
価結果からは，個々の研修教員に応じた大学教員の助言については必ずしも十分ではなかったと
いえる。

発達障害児の指導においては，対象児童の実態を把握し，それに応じた指導計画を立案する必
要がある。とくに気になる・困った行動の指導については，それが生じる理由に基づいてその行
動を起こさなくても済むように，望ましい参加が促進するような指導手続きが有効であり，ま
た，そうした指導手続きが実施されるためには環境や人に即した具体化が必要である（Albin ら，
�996；平澤ら，2003）。

こうした根拠を踏まえるならば，大学教員は，担当事例の分析から 2 学期の指導計画を作成す
る際に，①行動が生じる理由，②それに基づく指導計画，③教育実践を行う場や人に即した具体
化から，個々の研修教員の成果と課題を捉えて，必要な助言を行い，また協議の視点を提供する
必要がある。今後，そうした改善を行い，その評価結果を基に，研修の提供方法を進化させてい
きたいと考えている。一方，今回評価結果を提出した 2 名の研修教員に対しては，本報で述べた
点を助言したが，こうした評価と助言の繰り返しは，教育実践を向上させるために極めて重要と
考えられる。勤務校の状況によっては，難しい場合もあるかもしれないが，年間の教育実践を視
野において，少なくとも各学期 � 回の評価とそれに基づく助言を行うような継続的な研修の提供
が望ましいと考えられる。
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